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V. 日本のモ ー ツァルトの今—ポスト ・ アマデウス―

VI. 〈モー ツァルトは鏡〉

ヨ
ー
ゼ
フ
・

ラ
ン
ゲ
作
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
像

七
八
九
年
頃
未
完）



だ
が
一

方
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
最
後
の
オ
ペ
ラ
作
品、

名
高
い
ド
イ
ツ
語
歌
劇
《
魔
笛》

k
六
二
0
の

冒
頭
で
大
蛇
に
追
わ
れ
た
王
子
タ
ミ
ー
ノ
が
「
華
美
な
日
本
の
狩
衣
を
身
に
纏
っ
て」

岩
山
を
駆
け
下
っ

て
来
る
と
卜
書
に
あ
る
の
も、

大
方
の
皆
様
は
ご
存
知
だ
ろ
う。

つ
ま
り
こ
の
卜
書
で
は、

王
子
タ
ミ
ー

プ
リ
ン
ツ

ノ
は、

な
ん
と
日
本
の
皇
子
と
い
う
こ
と
に
な
る。

こ
の
物
語
の
設
定
を
信
じ
る
と
す
れ
ば、

タ
ミ
ー
ノ

は
東
洋
も
東
洋、

極
東
の
日
本
の
皇
子
で
あ
っ
て、

彼
は
日
本
か
ら
は
る
ば
る
西
方
の
国、

エ
ジ
プ
ト
あ

た
り
の
中
近
東
ま
で、

あ
る
い
は
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

す
な
わ
ち
西
洋
に
ま
で
や
っ
て
来
た
と
い
う
こ

こ
う
し
た
論
議
は、

結
構
か
ま
び
す
し
い
も
の
で、

大
体
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
台
本
の
卜
書
自
体
を
ど
う

理
解
し
て
い
た
も
の
か、

は
っ
き
り
と
は
見
極
め
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。
『
新
全
集
版』

に
採
録
さ

れ
た
も
の
に
は"
ja
vonisc
h"
(
ヤ
ヴ
ォ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
）

と
あ
る
が、

同
年
ヴ
ィ
ー
ン
で
初
演
（一
七
九
一
年

九
月
三
十
日）

に
先
立
っ
て
刊
行
さ
れ
た
台
本
初
版
（
ヴ
ィ
ー
ン、

イ
グ
ナ
ー
ツ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
刊）

に
は

"
ja
ponisc
h"
 (
ヤ
ポ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
）

と
あ
る。

後
者
は
明
ら
か
に
「
日
本
の
」

と
い
う
意
味
の
ja
pa
nisc
h

（
ヤ
パ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
）

と
読
め
る
が、
ja
vonisc
h
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

ッ
シ
ュ
）、

す
な
わ
ち
「
ジ
ャ
ワ
の
」

と
も
読
め
な
い
だ
ろ
う
か
？

私
は
こ
の
疑
問
を、

か
つ
て
一

度、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ト
ー
マ
ス
・
イ
ン
モ
ー
ス
神
父
に
ぶ
つ
つ
け

て
み
た。

今
は
亡
き
イ
ン
モ
ー
ス
師
は
言
下
に、

い
や、

絶
対
に
「
ヤ
パ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
」

だ
と
断
言
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た。

だ
が、

旅
行
中、

重
奏
曲
を
い
く
つ
か
書
い
て
い
る
が、

ビ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ）

を
中
心
に
活
動
し
て
い
た。

人
と
の
間
で
話
題
に
も
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い。

っ
た
あ
た
り
で
ヴ
ィ
ー
ン
に
定
住
し、

な
い
が、

私
に
は
私
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
の
だ。

と
に
な
る
の
だ。

い
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る。

海
老
澤

敏
著

4一
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト、
H
本
に
来
る

（
春
秋
社
・

ニ
0
0
八
年）

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト、

日
本
に
来
る」

|
|＇
こ
う
今
夕
の
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
謳
わ
れ
て
い
る。

こ
の
タ
イ
ト
ル
を
字
義
通
り
に、

と
い
う
か、

生
身
の
十
八
世
紀
人
だ
っ
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ

ー
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
生
前、

は
る
か
極
東
の
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
と
信
じ
る
者
は
一

人
も

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
青
春
の
旅、

マ
ン
ハ
イ
ム
で
出
会
っ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ド
ゥ
・
ジ
ャ
ン

は
フ
ル
ー
ト
を
能
く
す
る
愛
好
家
で、

（
ド
ウ
ジ
ャ
ン）

な
る
人
物

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
彼
の
た
め
に
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
や
フ
ル
ー
ト
四

そ
の
ド
ゥ
・
ジ
ャ
ン
は
東
イ
ン
ド
会
社
に
勤
め
た
医
師
で、

し
た
が
っ
て
ジ
ャ
ワ
王
国
の
こ
と
な
ど
が、

あ
ま
つ
さ
え、

バ
タ

こ
の
知

ド
ゥ
・
ジ
ャ
ン
は
一

七
八
0
年
代
に
入

一

七
九
七
年
同
地
で
死
去
し
て
お
り、

記
録
資
料
は
残
さ
れ
て
い

あ
る
い
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
こ
の
楽
都
で
も
接
点
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い。

マ
ン
ハ
イ
ム
・
パ
リ

こ
れ
は
ja
va
nisc
h
(
ヤ
ヴ
ァ
ー

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
回
廊」

た
く
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
状
態
な
の
で
あ
っ
た。

は
途
惑
い
を
見
せ
る。

明
治
五
年
の
新
学
制
の
発
布
に
は
「
唱
歌」

と
呼
ば
れ
た
音
楽
教
育
は
ま
だ
ま
っ

と
こ
ろ
で、

明
治
政
府
は
新
し
い
欧
米
方
式
の
教
育
改
革
を
推
し
進
め
た
が、

し
召
し
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う。

と
り
わ
け
音
楽
教
育
に

加
え
て、

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
と
い
う
教
会
小
国
家
で
は
宗
教
劇
の
ジ
ャ
ン
ル
で
学
校
劇
な
ど
が
盛
ん
に
試

み
ら
れ
て
い
た。

そ
の
題
材
と
し
て、

イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
東
洋
の、

そ
し
て
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
布
教

と
殉
教
の
物
語
が
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ、

か
つ、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
親
し
い
友、

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ハ
イ

ド
ン
の
弟
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
は
一

七
七
0
年
に
ラ
テ
ン
語
劇
《
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
者》

を
作
曲、

こ
れ
は
一

七

七
四
年
に
ド
イ
ツ
語
版
も
上
演
さ
れ
て
お
り、
《
ゆ
る
ぎ
な
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
テ
イ
ト
ゥ
ス
》

と
名
づ
け

ら
れ
た。

残
念
な
が
ら、

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
イ
ド
ン
の
音
楽
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

が
こ
の
作
品
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
彼
の
ユ
ニ
ー
ク
な
オ
ラ
ト
リ
オ
《
救
わ
れ
た
ベ
ッ
リ
ア
の
町》

k
-

一

八
の
最
後
の
独
唱
と
合
唱、

第
十
六
曲
〈
偉
大
な
る
神
を
ほ
め
た
た
え
よ
う〉

の
中
で、

ミ
ヒ
ャ
エ
ル

の
こ
の
作
か
ら
の
引
用
を
お
こ
な
っ
て
い
る
事
実
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る。

と
す
れ
ば
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
は
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
の
作
品
を
通
じ
て、

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
決
然
た
る
殉
教
行
為
を、

そ
し
て

日
本
で
の
特
異
な
布
教
活
動
に
つ
い
て
も
な
に
が
し
か
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で

《
魔
笛》

に
登
場
す
る
王
子
タ
ミ
ー
ノ
は
ひ
ょ
っ
と
し
て
日
本
の
出
身
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
は、

か
つ
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
日
本
の
「
に」

の
字
も
知
ら
な
か
っ
た
と
信
じ
て
来
た
私
に

と
っ
て
は
大
き
な
考
え
方
の
転
換
で
あ
ろ
う
か。

し
か
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が、

私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
よ

・

キ

リ
シ

タ

ン
パ

テ

レ

ノ

う
な
か
た
ち
で
は
な
い
が、

日
本
に
お
け
る
切
支
丹
伴
天
連
の
普
及、

す
な
わ
ち
伝
道
の
経
緯、

そ
し
て

邪
教
の
極
印
を
押
さ
れ
て
の
禁
教
と
弾
圧
迫
害、

そ
し
て
殉
教
ま
で
知
っ
て
い
た
と
す
れ
ば、

私
た
ち
に

と
っ
て
は
彼
に
対
す
る
親
近
感
に
は、

思
わ
ぬ
根
拠
や
理
由
が
あ
っ
た
の
だ。

そ
こ
で
私
は
考
え
た
の
で

あ
る。

こ
ん
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
の
だ
か
ら、

彼
が、

い
や、

タ
ミ
ー
ノ
が
日
本
に
立
ち
戻
っ
て
来
て
も

い
や、

本
当
に、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
東
洋
の、

そ
し
て、

と
り
わ
け
日
本
の
皇
子、

プ
リ
ン
ス
と
し
て

戻
っ
て
来
た
の
だ。

時
は
十
九
世
紀、

慶
応
元
年
(-
八
六
五
年）、

所
は
横
浜
の
海
岸
通
り、

通
称
バ
ン

ド、

英
国
軍
楽
隊
が
隊
長
A
・
ヘ
ネ
シ
ー
の
指
揮
で
《
魔
笛》

の
序
曲
の
「
ハ
ル
モ
ニ
ー
ム
ジ
ー
ク」

版

と
い
う
か、

吹
奏
楽
の
編
成
で
野
外
奏
楽
を
お
こ
な
っ
た。

た
だ
し、

こ
れ
は
英
字
新
聞
の
予
告
と
い
う

形
で
報
道
記
事
が
残
さ
れ
て
お
り、

当
日
雨
だ
っ
た
ら、

中
止
と
い
う
事
態
も
生
じ
た
か
も
し
れ
な
い。

だ
が、

い
ず
れ
に
し
て
も、

こ
れ
が
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
が
日
本
で
演
奏
さ
れ

る
と
い
う
最
初
の
記
録
で
あ
る。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は、

ま
ず、

日
本
に
黒
船
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
た
と
い

う
べ
き
だ
ろ
う
か。

こ
う
し
て
明
治
維
新、

文
明
開
化
の
幕
が
上
が
っ
た
が、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
《
魔

笛》

と
と
も
に
や
っ
て
来
た
の
は、

ま
さ
に
彼
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
信
じ
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
様
の
思

お
か
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い、

と。

あ
る。

口



い
さ
さ
か
胡
散
臭
さ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
の
も
否
定
で
き
な
い
。

か
ら
の
今
年
の
祝
年
は、

異
常
な
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る。

そ
の
過
熱
ぶ
り
に
は、

し
か
し、

年
の
〈
生
誕
二
五
0
年〉
（
二
0
0
六
年
11

平
成
十
八
年）

を
持
っ
た。

と
り
わ
け
二
十
一

世
紀
に
入
っ
て

二
0
0
年〉
（一
九
五
六
年
11

昭
和
三
十
一
年）
、
〈
歿
後
二
0
0
年〉
（一
九
九
一

年
11

平
成
三
年）、

そ
し
て
今

公
演
活
動
ば
か
り
で
は
な
い
。

私
た
ち
は
近
年、

三
つ
の
〈
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
祝
年〉、

す
な
わ
ち
〈
生
誕

ラ
ン
ド

日
本
人
が
抜
き
ん
出
て
東
洋
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
国
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
は、

も
ま
た。

一

八
七
九
年
（
明
治
十
二
年）

に
文
部
省
は
「
音
楽
取
調
掛」

を
創
設
す
る。

今
か
ら
見
れ
ば
奇
妙
な

名
称
だ
が
「
音
楽
研
究
所」

と
い
う
意
味
で、

掛
長
の
伊
澤
修
二
は
ア
メ
リ
カ
は
ボ
ス
ト
ン
か
ら
音
楽
教

育
家
ル
ー
サ
ー
・

ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
イ
ス
ン
を
招
聘
し、

教
科
書
作
り
を
試
み
た。

そ
の
成
果
が
明

治
十
五
年
に
刊
行
が
始
め
ら
れ
る
『
小
學
唱
歌
集」

三
巻
で
あ
っ
た。

そ
の
初
編
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
十

五
年
は、

ま
た
メ
イ
ス
ン
が
早
く
も
離
日
す
る
年
で、

神
田
昌
平
館
で
告
別
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ、

そ

こ
で
一

曲
の
英
語
の
学
校
唱
歌
「
T
r
ut
h
an
d
 Hon
est
y」

が
歌
わ
れ
て
い
る。

こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
《
魔

笛
》

の
第
二
幕
で
歌
わ
れ
る
鳥
刺
し
パ
パ
ゲ
ー
ノ
の
恋
人
か
女
房
欲
し
さ
の
歌
「
娘
っ
子
か
可
愛
い
女
房

が
一

人」

の
軽
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
で、

な
ん
と
真
面
目
一

本
槍
の
人
生
訓
の
テ
キ
ス
ト
で
お
ご
そ
か
に

合
唱
さ
れ
る
の
だ。

こ
れ
は
二
年
後
の
明
治
十
七
年、
『
小
學
唱
歌
集』

第
三
編
に
「
誠
は
人
の
道」

と
し
て
正
式
に
採
用

さ
れ、

文
部
省
が
少
年
少
女
た
ち
に
歌
わ
せ
る
こ
と
で
ま
る
で
道
徳
教
育、

い
や
修
身
の
教
科
書
の
副
読

本
あ
る
い
は
音、

声
音
に
よ
る
国
家
主
義
教
育
の
恰
好
な
実
例
と
さ
れ
る
の
だ。

そ
の
後、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
声
楽
曲
は
日
本
語
の
歌
詞
を
つ
け
て
唱
歌、

合
唱
曲
な
ど
の
レ
パ
ー
ト
リ

ー
に
組
み
込
ま
れ
て
行
く。

そ
し
て
同
時
進
行
の
形
で、

音
楽
取
調
掛
か
ら
明
治
二
十
年
に
東
京
音
楽
学

校
に
改
組
さ
れ、

音
楽
の
専
門
家
養
成
が
始
め
ら
れ
る。

そ
の
年、

取
調
掛
伝
習
生
が
音
楽
演
習
会
で
弾

い
た
ピ
ア
ノ
曲
の
中
に
交
響
曲
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
が
記
録
さ
れ
て
い
る。

当
時
欧
米
で
は
こ
う
し
た
大
編
成

の
曲
（
歌
劇
や
教
会
作
品
な
ど
も
含
む）

の
ピ
ア
ノ
や
室
内
楽
に
よ
る
編
曲
が
流
行
し
て
い
た
が、

そ
の
直

輸
入
版
の
実
例
で
あ
ろ
う。

ま
た
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
独
奏
で
さ
ま
ざ
ま
な
曲
が
紹
介
さ
れ、

時
代
の、

中
で、

す
な
わ
ち
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
降、

ロ
マ
ン
派
や
国
民
楽
派
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
演
奏
活
動
の

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
も、

次
第
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
行
く
の
だ。

歌
曲
《
す
み

れ
》

k
四
七
六
や
《
春
へ
の
憧
れ
》

k
五
九
六
が
日
本
語
の
歌
詞
を
伴
な
っ
て
歌
わ
れ、

ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ

ィ
を
獲
得
し
て
行
く
様
は、

ち
日
本
人
と
同
じ
人
間、

ま
る
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
日
本
に
帰
化
し
た、

こ
う
し
た
お
び
た
だ
し
い

当
時
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
同

い
や
そ
う
で
は
な
い
、

同
胞
で
あ
っ
た
の
を
確
認
す
る
思
い
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う。

そ
う
し
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
日
本
人
と
し
て
の
存
在
感
は
昭
和
期
に
入
っ
て
い
や
増
し、

大
戦
前
後
の
数
多
く
の
外
来
演
奏
家
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
演
奏
は、

第
に
多
く
な
る
一

九
五
0
年
以
降、

ま
こ
と
に
多
彩
な
も
の
と
な
っ
て
行
く。

私
た

第
二
次
世
界

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
オ
ペ
ラ
の
公
演
も
次

い
わ
ん
や
日
本
人
の
演
奏

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
で
は
新
聞
雑
誌
そ
し
て
テ
レ
ビ
で
真
偽
定
か
な
ら
ぬ、

否、

正
真
正
銘
の
偽

情
報
が
数
多
く
紹
介
さ
れ、

ひ
た
す
ら
一

般
読
者
に
修
正
の
利
か
な
い
誤
報
を
ま
る
で
真
実
で
あ
る
か
の

よ
う
に
イ
ン
・

プ
ッ
ト
す
る
の
に
汲
々
た
る
有
様
で
あ
る。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
療
法
も
C
D
本
を
売
ら
ん
か

ふ

ん
ぷ

ん

な
の
ビ
ジ
ネ
ス
臭
芥
々
の
無
責
任
ぶ
り。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
さ
ん
も、

今
の
日
本
に
は
住
み
に
く
い
ほ
ど
の

虚
飾
に
満
ち
た
厚
化
粧
を
さ
せ
ら
れ、

急
ぎ
天
国
に
逃
げ
帰
り
た
い
意
向
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

、
。

、
つ
力そ

ん
な
有
様
の
厄
払
い
に
お
二
人
の
日
本
人
作
曲
家
に
登
場
願
っ
て、

爽
や
か
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
調
の

響
き
で
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
よ
う。

静
聴、

静
聴
！

口
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対訳 海老澤 敏＂

応(er Aufzug 
Das Theater ist eine felsige Gegend, hie und da 
mit':3iiumen ifberwachsen; auf beiden Seiten sind 
gangbare Berge加bst einem runden Tempel. 

Enter A血“•
1伽ino kommt in einem priichtigen javonisc!!_叩
JaRdkleid von einem Felsen herunter, mit eil'!.!!!} 
脳en, aberohne Pfeil; _eine Schlangeverf olgt Jhn. 

TAMINO Zu Hilfe! Zu Hilfe! Sonst bin ich verloren, 
Der listigen Schlange zum Opfer erkon:n. 
Barmherzige Gt>tter! Schon nabet sie skh! 
Ach rettet mich! Ach schiitzet mich! 
(Er fiillt in Ohnmacht; sogleich of/net sich die 
Pforte des Tempels, drei verse仙ierte Darnen 
kommen herein, jede mit einem silbernen Wurf-— 

spie/3.) 

Nr. J: 

Introduktion 

紐隕,... , .. 叫.......... ·.,, .... 印,.,.. ,,

-r•..w� 伽,.,J'i籠ヽ""'西
:Ju岬，呻血皿伽細；釦•· ·, 細

帥ft心�-··;·蜘叩 9呻I、t 伽•
. .. ... . ● 

戸

第1幕 第1場 冒頭のタミ ー ノ (1796年）

第1幕 冒頭

タミ ーノ

- --- . 一—

第 i 幕
舞台は岩山の風景。 ここかしこに樹々が繁っている。両側には道のつ
いた山があり， かたわらに円形の宮殿がある。

第1場
タミ ー ノがきらびやかな日本の狩衣をまとって， 岩山のひとつから竪
けくだってくる。 手には弓を持っているが， 矢はない。蛇が彼を追二
かけてくる，

助けてくれ！ 助けてくれ！ さもないとやられてし

悪い蛇の犠牲になってしまう。 Lまう。
慈悲深い神々よ！ もう蛇が近づいてきます！
ああ救って下さい！ ああ， 守って下さい！

第1番
導入

（彼は気絶して倒れる。 すぐに宮殿の門がひらかれ， 三人のヴェ ー ル
をかぶった女が出てくるが， それぞれ手に銀の投槍を持っている）

tamino fom叫ill ヽlaeg, 1>eaciti9t11 . j40011l- _ 
独3agbrleibe re�t• oon eintm 別fen
terun,er , mtt einem mogcn , G�er o�nc 
f ftil; cine e*range ,erfoゆ恥•


















